
羽生市立村君小学校教育目標 ○知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子どもの育成 進んで学ぶ子 心豊かな子 明るくたくましい子

令和４年１２月

第 8 号 羽 生 市 立 村 君 小 学 校

羽 生 市 堤 １ ０ ７ 番 地 ℡ ０ ４ ８ － ５ ６ ５ － ０ ２ ２ ３

１ 木 個人面談④

漢字テスト

２ 金 おはよう運動

個人面談⑤

計算テスト

３ 土

４ 日

５ 月 読書タイム

個人面談⑥

学力ｱｯﾌﾟﾃｽﾄ(3･4･5･6年)

６ 火 朝会

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ教室

７ 水

８ 木

９ 金 おはよう運動

クラブ

１０ 土

１１ 日

１２ 月 読み聞かせ（1･2･3年）

読書（456年）

１３ 火 児童集会 ５時間授業

１４ 水 ５時間授業

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校（午前）

１５ 木 １～４年５時間授業

5･6年出前授業６時間授業

学力ｱｯﾌﾟﾃｽﾄ（1･2年）

１６ 金 おはよう運動

５時間授業

１７ 土

１８ 日

１９ 月 読書タイム

５時間授業

２０ 火 なかよし遊び

５時間授業

２１ 水 ５時間授業

２２ 木 ５時間授業

給食修了 大掃除

２３ 金 第２学期終業式

３時間下校

２４ 土 冬季休業日(～１/９)

２５ 日

学校閉庁日

(１２/２９ ～ １/３)

インフォメーション

校歌をつくった人の想いをつなぎ、歌い継ぐ
「鳥が呼ぶ 呼ぶ 村君の・・」で始まる、村君小学校の校歌は、昭和３０年８月に制定
されて、６７年間歌い続けています。村君小学校の校歌の作詞は宮澤章二（みやざわしょ
うじ）氏、作曲は下總皖一（しもおさかんいち）氏による楽曲です。学校の象徴として歌
い継がれてきた校歌をつくった２人について紹介します。

１１月の朝会で宮澤章二氏について、子
供たちに話しました。作詞者や作曲者を知
り、大切に歌ってほしいと願っています。
本校の校歌の歌詞は、１番が「進んで学

ぶ子」、２番が「明るくたくましい子」、３
番が「心豊かな子」と、学校教育目標と重
なる内容になっていると私は感じます。
校歌には、学校の地域性や特色、作詞家

・作曲家の想い、作られた当時の人々の願
いや想いが込められています。大切に歌い
継がなくてはなりません。本校を卒業され
た保護者、地域の皆様も、時には校歌を歌
い、小学生の頃を思い出してみてください。
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【宮澤章二】（1919～2005）
宮澤章二氏は、羽生市（三田ヶ谷）の生まれで、小学校２年生まで三田ヶ谷

小学校に通いました。その後、東京に引っ越して高校を卒業し、1941年に羽
生市に戻り、羽生小学校の先生になります。その後、高校で国語の教師をした
後、詩や歌詞をつくる仕事を始めます。宮澤章二氏は「風と光の詩人」といわ
れ、多くの人に作品が読まれています。つくった作品には、ふるさとの詩、中
学生のための詩、童謡、合唱曲、絵本、学校の校歌などがあります。
校歌は、埼玉県内２００校、埼玉県外をあわせると３００校以上の作詞をし

ています。校歌を作詞する時、宮澤章二氏は、校歌をつくる学校を３・４回は訪問して、
学校や周辺を歩き、学校の景色や季節の様子を歌詞に入れたそうです。村君小学校の校歌
には「稲の子、実りの子」「利根のほとり」などの歌詞がありますが、宮澤章二氏が村君小
学校や近くの景色を見て、歌詞を書いたのだと思います。

【下總皖一】（1898～1962）
下總皖一氏は、加須市（旧大利根町原道）の生まれで、１４歳までの少年期

を田園地帯で過ごしました。豊かな自然の恵みと文学好きの父親の影響を受け、
多感な少年時代を送りました。その後、東京音楽学校（現・東京芸術大学）、
ドイツ留学を経て、唱歌からクラッシックと幅広い作曲をするとともに、音楽
の教育者として日本の近代音楽の礎を築かれた方です。下總皖一氏が作曲した
代表的な童謡・唱歌として「たまばさま」「電車ごっこ」「花火」「スキー」な
どの曲があります。

校歌は、埼玉県内９５校、全国で４１８校の作曲をしています。下總皖一氏の自叙伝「歌
ごよみ」には「私は田園の一軒家に生まれて、いろいろな動物や植物を友として育った」
と書かれています。田舎の自然を細かく観察し、植物や動物の本質を捉えようとする少年
期が豊かな感性を育て、自然体験が音楽にも影響を与えたのでしょう。下總皖一氏は自分
の少年期に想いを重ねて、自然豊かな村君小学校の校歌をつくったのだと思います。

修学旅行修学旅行 10月27日(木)・28(金)

６年生が福島県いわき市方面に修

学旅行に行きました。１日目は、松

の植樹ボランティアを体験したり、

語り部さんによる津波被害の体験談

を聞いたりしました。宿泊した「ス

パリゾートハワイアンズ」では有意

義な時間を過ごしました。２日目は、

ららミューやアクアマリン福島の見

学などをしました。２日間、子供た

ちは責任をもって行動し、たくさん

の思い出をつくることができました。

学校公開・飯ごう炊飯学校公開・飯ごう炊飯 11月５日(土)
彩の国教育週間にあわせて、学校公開

を行いました。３時間目は、飯ごう炊飯

をしました。３年ぶりの活動となります。

この活動は、田植え体験や稲刈り体験を

して、できたお米を炊いて、食べるとい

う、食育の学習です。また、家族で飯ご

う炊飯を体験する貴重な機会となりま

す。朝の時間に、子供たちが飯ごうで米

を研いで、水を入れて準備しました。３

時間目には、各家庭で、上手に薪に火を

つけて、おいしいご飯を炊くことがで

きました。

なかよしハイキングなかよしハイキング 11月11日(金)

なかよしハイキングを実施しました。１

年生から６年生のなかよし班で、学校から

スカイスポーツ公園まで歩いて行って遊び

ました。午後は、グライダーの見学をしま

した。利根川の河川敷の羽生滑空場で活動

している羽生ソアリングクラブの皆様か

ら、グライダーやモーターグライダーにつ

いて説明してもらい、コックピットにも搭

乗させてもらいました。

持久走大会持久走大会 11月24日(木)
校内持久走大会を行いました。とても風が

強く、スタートから折り返しまでは向かい風、

折り返しからゴールまでは追い風となりまし

た。強風に負けず、どの学年の子も最後まで

走り抜きました。応援をしていただいた保護

者の皆様、ありがとうございました。




